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					このサイトでは輸入住宅の魅力や雑学について詳しく解説していますので、読めば興味が出てきて欲しくなるかもしれません。
その中にはいくつかのスタイルがありますが、アメリカ式では内装や外観が非常にバラエティーに富んでいること、日本の住宅と比較すると大きいモジュールであること等も説明しています。
国内の住宅と比較すると様々な点において違いがあり、いくつかのスタイルの中には興味を持てるものもあるかもしれません。
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					読めばきっと欲しくなる！たくさんの魅力ある輸入住宅の雑学について詳しく解説

					輸入住宅といっても様々なスタイルがあり、アメリカ式はとても人気があります。
その魅力を見てくと、北米スタイルでは温かみのある雰囲気が持ち味になっていて、少し武骨なデザインのものも多いようです。
家具等でも人気の北欧スタイルの輸入住宅では、寒い環境でも快適な暮らしができるように高断熱で高気密になっていることが大きな特徴です。
愛らしい赤茶色の瓦屋根が用いられる南欧スタイルも魅力的であり、プロバンス風は女性に人気があります。


					

					輸入住宅の建築様式にはヨーロッパ式とアメリカ式の2通りがある

					ひとくちに輸入住宅といっても、大きく分類すると「ヨーロッパ式」と「アメリカ式」の2つの様式に分けることができます。
さらに、それぞれの中にも様々な様式がありますので、代表的なものを見ていきましょう。

まずヨーロッパ式の中で良く耳にするものに「北欧風」があり、別名スカンジナビアスタイルと呼ばれることもあります。
特徴はシンプルで素朴な雰囲気であり、日照時間の少ない北欧では家の中で長い時間を過ごすことが多いため、木材を多く使った温かみのある造りになっています。

そして「プロバンス風」、これは南仏のリゾート地のイメージで、テラコッタの自然な色や真っ白い壁が特徴です。

一方のアメリカ式では、「アーリーアメリカンスタイル」があり、これは輸入住宅のなかでも代表的なものだと言えます。
アーリーアメリカンというのは、イギリスの植民地だった頃、開拓時代のアメリカのことを指し、このスタイルの特徴は、当時の懐かしい感じにヨーロッパのテイストを加えた雰囲気にあります。

他には、「ニューヨークスタイル」といって、大都市のモダンさと木材や煉瓦を使ったレトロ感を融合させたものがあります。


					

					ヨーロッパ式輸入住宅には温かさと素朴さが感じられる

					昔ながらの日本家屋には母国ならではの味わい深さがあるのでとても安心感がありますが、それとはまたちょっと違った魅力を感じられる住まいを購入したいのであれば、素朴さと温かさのあるヨーロッパ式の輸入住宅を購入してみてはいかがでしょうか。


ヨーロッパと言っても様々な国がありますが、より素朴さと温かさを感じることができる家に住みたいと望む場合、それを可能にしてくれるイギリス製が最もおすすめできます。


イギリス独特の古さを感じられる輸入住宅が多数あることはもちろん、外観が日本家屋とは全く違っていてとてもお洒落な雰囲気を漂わせているので、きっと住みやすさと快適さ、そして特別感を味わうことができるでしょう。


しかも、イギリス製はとにかく外壁などに大きなこだわりを持っているので、カラフルな家を好む方には非常に適しています。
また、お洒落な中にもちょっとした遊び心を取り入れている点が魅力と言えるので、輸入住宅を選ぶ際の参考にしてみてください。


					

					ヨーロッパ式輸入住宅の多くはパネル工法を用いられて建てられている

					一戸建て住宅の工法には様々な種類がありますが、ヨーロッパ式の輸入住宅ではパネル工法が採用されているケースが多いです。
この工法は、プレハブ工法の一種で、あらかじめ工場で壁・床・天井などの構造体をパネルとして製造し、現場で組み合わせることで箱状の空間を造り出します。
日本で古くから用いられている在来工法が柱や梁などの軸（線）で建物を支えるのに対し、パネル工法は壁・床・天井の面で支えるのが特徴です。
これにより、高い耐震性が実現できるとともに、パネル同士を隙間なく接合するので断熱性や気密性も高まります。
耐震性が高いので地震大国である日本にも適した工法であると言えますし、断熱性や気密性が高い住宅はカビやダニなどの発生原因となる結露を防止できるとともに、冷暖房効率も高くなるので光熱費の削減を図ることが可能です。

また、ヨーロッパと一口に言っても北欧と南欧では気候の差が大きいため、北欧の住宅と南欧の住宅では特徴が異なります。
北欧では二重窓をはじめとした寒さ対策が、南欧の住宅は夏場の日差しを遮る工夫が施されているので、寒冷地では北欧スタイル、温暖地では南欧スタイルの輸入住宅が適しています。


					

					ヨーロッパ式輸入住宅は耐火性や耐震性など優れた機能を持ち家族を災害から守る

					これから輸入住宅を購入しようと考えている方が結構いるかと思われます。
お洒落なデザインなど優れている部分がたくさんあるため、良い選択だと評価できます。
洋風なデザインが目立っていますが、耐火性や耐震性などの機能があることも特徴です。
安全性が高いため、家族を災害から守りたいと考えている方におすすめです。

特に耐久性が高く地震に強いので、地震大国である日本に適した家だと言うことができます。
輸入住宅は面と面を合わせた工法になっていることで、強度がかなり高いです。
日本はどこで大きな地震が発生してもおかしくないため、地震に強い家を選ぶことは重要なポイントになります。
大きな地震は起こらないと言われていた熊本でも最大震度7だったので、災害が起こることも考えて家を購入しないといけません。
何かが起こってから後悔しても遅いです。
輸入住宅メーカーも様々なところがあるので、よく比較して信頼して任せられるところを選ぶことが求められます。


					

					車などものに囲まれた生活には輸入住宅がおすすめ

					輸入住宅を欲しいと言う人はたくさんいますが、いくつか特徴があることを理解しておくのが良いです。
1つ目の特徴は、まず作りが日本の住宅と違うことです。
当然海外の住宅をそのまま日本に持ってくるわけではなく、若干日本風にアレンジをしている部分もあるかもしれませんが、この場合には非常に日本の住宅との違いが考えられます。
日本風にアレンジしたとしても、間取りの広さはやはり最大の特徴と言えるかもしれません。
それに加えて、ガレージが広いことも魅力になります。
すべての家でガレージがあるわけではありませんが、もしそのようなものがある住宅ならば、自動車が二台以上を置くことができます。
海外などでは、日本と異なり自動車がないと生活できないところも少なくありません。
そうすると、自動車を置くスペースが広くなるわけです。
日本でも田舎のほうに住んでいる場合は自動車が二台なければいけませんが、そのような生活環境においても役立つのが輸入住宅の特徴といえます。


					

					輸入住宅での生活は人間だけではなく動物にも優しい

					輸入住宅とは、海外の設計思想による住宅を日本で建築する住宅のことです。
高断熱など人間に優しい設計となっている輸入住宅ですが、ペットにも優しいのが特徴となっています。

日本の住宅の場合、畳を敷くことが一般的ですが、畳だと爪が引っかかるなどのデメリットがあります。
対して、輸入住宅の場合は、ほとんどの部分が動物でも歩きやすいフローリングを床材として使っています。
フローリングは掃除がしやすいため快適ですが、床材を滑らないものにすれば滑りにくかったり、動物の爪の音などを少なくすることも可能です。
また、消臭効果のある床を選ぶこともできます。

ほかにも、ペット専用のシャワーを設置したり、コンセント位置などを考えて安全対策するなども行えます。

外には広いデッキを作れるのも、輸入住宅のメリットです。
広いデッキがあればそこで遊ばせることができ、庭で遊ばせて汚れてしまうということが避けられます。
動物も、のびのびと遊ぶことができストレス軽減へ繋げられるのも魅力です。


					

					家族でのんびり過ごしたいと考えたら輸入住宅の購入を考えるもの方法の1つ

					多くの方が家族で静かに暮らせるマイホームを夢見ており、実際に35年ものローンを組んで手に入れられる方が増加をしています。
以前は都心部では高層タワーマンションが人気でしたが、現在では郊外に土地を購入して2階建ての戸建てを建設なさる方が増えています。
そのなかでも輸入住宅が支持をされており、カリフォルニアテイストの、木造建築が若い世代の間で人気となりました。
この輸入住宅の魅力は、大きなリビングが備わっていて対面式キッチンがある点です。
ライフスタイルによってあとから改装もしやすく、家族でのんびりと過ごしたいと思われる方にはおすすめの住居になります。
輸入住宅を専門に取り扱っているハウスメーカーも多く、現地から建物を調達して国内で組み立てるのが基本です。
たとえばオランダの輸入住宅であれば、ケヤキを用いた木材で組み立てるのが多く、100年以上もの間良好状態を保って住み続けられるのも魅力となる家になります。


					

					豊かな自然に囲まれたリゾートにいるような生活を楽しめる輸入住宅

					マイホームを手に入れることで、いままで以上に家族との絆を深められるでしょう。
1990年代後半まではマンションが若い世代の間で人気でしたが、2000年以降は戸建て住宅に注目が集まっています。
そして和風ではなく欧州やアメリカで普及をしている木造建築が支持をされており、これらを総じて輸入住宅と呼んでいます。
ここでは簡単に、この輸入住宅の魅力をご紹介していきましょう。
白やピンク・イエローといった原色系の外観となっているのがポイントで、まるでリゾート地にいるような生活を満喫できるのがポイントです。
輸入住宅の場合、シンプルな施工が実施をされるため、施工費がお安いのも魅力といえるでしょう。
外観だと日本ではサイディング加工をなされますが、輸入住宅はレンガを使用するため、非常に耐久度も高いものです。
リゾート生活のような毎日を送れるのもよく、一般的な4人家族なら4LDKの間取りが最適な部屋数で住み心地も良いものです。


					

					輸入住宅を建てるとリフォームが難しい場合もあるので注意が必要

					最近は、輸入住宅が増えてきていますが、輸入住宅はリフォームをするのが難しいケースが少なくありません。
その理由の1つは、輸入住宅の作りが日本の住宅の作りとは少し異なるからです。
具体的に述べるならば、海外の住宅と言うのは、従来工法と呼ばれるものが使われているわけではなく、ツーバイフォーと呼ばれるものが利用されているわけです。
これを利用することにより得られるメリットは、耐久力の高い住宅になることです。

逆に、この住宅に関しては、リフォームがしにくいと言われています。
その理由は、大黒柱のようなものが存在しないからです。
もしこれが存在していれば、改築をするときに建物に余裕があるため問題なく自由な形にすることができます。
しかしこれが内情は、安定性が失われてしまうだけでなく耐震性も失われてしまうかもしれません。

それ故、もしこれから改築を考えている場合には、どのような住宅が良いのかを事前に確認しておくことが大事になります。


			




北欧系の輸入住宅では実績を持っている店舗に相談しよう




デザインを任せたいと考えている場合には、まずどういった形に仕上げたいのかを考えていく必要があります。
その中でも、特に近年で人気を集めているのか北欧系の輸入住宅です。
日本家屋で設計を行っていく場合には、実績や経験が存在するので多くの店舗でそれを行ってしているところは少なくない現状です。
ただ、海外のようなデザインに仕上げたいと考えている場合には、間取りや内装から選定していかなくてはいけません。
きちんと、快適な空間設計にできるように工夫をする必要がありますので、こうした海外のデザインを専門としているところに相談を行うことは非常に重要なことです。
現実的に、実績が存在する店舗であれば現状で海外で利用されている素材やデザインを流用することもできるようになります。
輸入住宅として、理想的な招待に仕上げることが可能です。
専門としている分野はそれぞれの店舗でかなり違いますので、まずはそういった部分を確認することが大切です。









北米系の輸入住宅の特徴とメリットについて




北米系の輸入住宅は人気のデザインの一つです。
イギリス・フランス・オランダ・スペインなどの移民がアメリカに渡り、それぞれの国の文化や住宅をアメリカでも建築し、その文化が融合することで北米独自のカラーが文化として出来上がったとされています。

北米系の輸入住宅と一言で言ってもさまざまなスタイルがあり、自分好みの住宅に暮らせるというメリットが得られます。

イギリス移民の影響を受けた漁村の網小屋に似ているのがコロニアル様式です。
北米の伝統的なスタイルで、美しいラップサイディングとカバードポーチやドーマー窓などの、おしゃれなデザインとなってます。

上流階級に人気だったのがレンガ調のジョージアン様式です。
赤いレンガ調のタイルの壁とシンメトリーなデザインが特徴で、歴史を感じさせるようなアンティークのインテリアなどが似合います。

内装を考える際にはクロスをスペースごとに変えるなども人気ですが、レトロ感を出すために塗り壁にするなどの工夫もできます。









南欧系の輸入住宅の特徴とメリットについて




輸入住宅はさまざまなタイプがありますが、中でも人気にタイプのひとつが南欧系のものになります。
南欧とは主にイタリア・スペイン・ギリシャ・ポルトガルなどの地中海沿岸諸国のことを指します。
穏やかな気候なため、夏は世界中から人が集まるリゾート地として人気です。
そんな南欧系の輸入住宅は軒先が出ていないというのが特徴となっています。
スマートですっきりした印象を作ることができます。
日本でこのようなデザインを取り入れる場合には、軒を出さないまたはできるだけ浅くすると雰囲気が出せます。

白などの明るい塗り壁なのも特徴となっていて、これは明るい日差しが特徴の南欧だからこそ太陽の光を反射させ、室内を涼しくなるような色合いであるためだとされています。
そのほか、格子や門扉などをアイアン製の装飾にすると本場の雰囲気に近づけます。

暮らしやすくナチュラルで可愛らしいデザインは、自分らしいライフスタイルの実現に役立つというメリットがあります。









輸入住宅のメンテナンス費用を抑える方法




輸入住宅は北欧風やアメリカン風、ヨーロッパ風、アジアンテイストなどの家作りができるのが魅力です。

海外のリゾート地、宿泊施設のようなお洒落な内装インテリア外観が魅力と言えます。
憧れの輸入住宅の施工を依頼したいけれど、メンテナンス費用はなるべく抑えたい人がほとんどです。

口コミやレビューでも評価の高い専門店を選んでおくと耐久性、防水性、防汚性、耐震性に優れた素材を選ぶことができます。

海外から建築材料を取り寄せることができるため、耐久性に優れた丈夫な素材を選べます。
輸入住宅に使用する床材、壁材、クロス、木材などは豊富な種類があるのが特徴です。

住宅を建ててから8年から10年を過ぎると床の張り替えをしたり、壁紙やクロスの交換が必要になります。

屋根材や外壁塗料、門扉などは耐久性、防水性に優れた素材を選ぶとメンテナンス費用を抑えることが可能です。

輸入住宅を専門に取り扱っている専門店を利用することで、長持ちする家作りができます。









耐震性に優れた輸入住宅を専門としている業者の評判の高さ




海外のような魅力的なデザインを誇った輸入住宅を、日本国内で実現するための手段として注文住宅は非常に高い評価を得ています。
一般的に海外の住宅を実現するためには、日本の耐震性に優れた建築基準をきちんと満たさなくてはいけません。
しかし、こういった対応を行うためには高度な技術力が求められることになりますので簡単に実行することはできない事情が存在します。
そこで、実績や経験が豊富な注文住宅を請け負う業者が重宝されています。
こういった注文住宅を専門としている業者は独自の輸入ルートだと持っていますので、海外から特殊な素材を仕入れることも可能です。
それを利用しながら、クライアントが求めている理想の物件にできます。
実際に、耐震基準を満たしていますので日本の気候や風土に関係なく欧州の住宅を実現できます。
しかも、海外風の物件とは言ってもその中からデザインを指定することもできますので魅力的です。
東南アジア風や欧米風など様々な輸入住宅があるので、それを可能な業者に相談することが大切です。
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							著者：大口昭二郎

							筆者プロフィール

							千葉県浦安市生まれ。
結婚をきっかけに地元に輸入住宅を建設。
輸入住宅の魅力をネットで発信しています。
輸入住宅を千葉で買う！
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					輸入住宅に関する情報サイト

					輸入住宅の魅力

				

				
					このサイトでは輸入住宅の魅力や雑学について詳しく解説していますので、読めば興味が出てきて欲しくなるかもしれません。その中にはいくつかのスタイルがありますが、アメリカ式では内装や外観が非常にバラエティーに富んでいること、日本の住宅と比較すると大きいモジュールであること等も説明しています。国内の住宅と比較すると様々な点において違いがあり、いくつかのスタイルの中には興味を持てるものもあるかもしれません。
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